









































                            
第三節 「禹水湯旱」伝承についてーーー天と君主――― 












 第一節 「兵技巧書」漢代偽作説について 











 第一節 戦争を防ぐ 
















                
第十四章 墨家思想の現代的意義―――他者と向き合う世界の中でーーー                          
 
第一章 墨子―――人と書物  
 第一節 墨子という個人について 
 姓名は墨翟、生地は楚の魯陽、または宋、斉、山東の魯のいずれか。孔子よ
り後に生まれたことは確かであろう。 






 第二章 「自愛する」個人の発見―――兼愛と尚賢―――   















































第三章  墨家の互酬と分配の経済思想 
―――孟子、荀子との対比においてーーー 
第一節 荀子の墨家批判 
















































 兼愛論における「利」のやりとりは、「他者 Aを愛利した他者 B」、という
特定の関係にあるもの相互に成立する関係である。 
 
  第四章 墨家の「天」をめぐって―――なにが問題なのかーーー 





















 第五章 禹水湯旱についてーーー天の権威の衰退過程――― 





 第二節 伝承の論理的不整合への気づき―――韓非子の場合――― 
  尭、舜、禹にかかわる古伝承の持つ論理的不整合について、韓非子が言及
している。 






























 第一節 明鬼下篇について 















































 第二節 規と円形 







 第一の問題については、 「荀子」不苟、 「呂氏春秋」別類はすべての































   １ 交換の行われる時 号令篇は守城戦の直前。孟子は平常時。 
   ２ 交換の行われる場 号令篇は官の設定した場所。孟子は市場。 
   ３ 交換への参加者たちの立場 号令篇は官と民、孟子は民相互。 
   ４ 参加者双方の情報量の格差の問題 号令篇は官が情報を秘密にす
る。孟子は双方が同量であるべき。 
   ５ 交換されるものはなにか、の問題 号令篇は米と「券」、孟子はそ
れぞれが必要とするもの。 
 
   
  第六節 里長から里民への情報伝達と文書主義 
 「文書主義」は、平常時にも採用されていたと考えられる。 




第八節 補論 「墨経」の価格論 
 米の借入価格、返却価格について参考となる議論が墨経にある。 
 


























第一節 他者の発見  
  自己と同等な他者を発見したことが墨家の先秦思想史上の意義である。 
 第二節 荀子との対比 
 荀子もまた、人間を欲望を追求する存在として把握した 
 第三節 触れなかった諸篇―――天志、非命等の各篇――― 
「墨子」非楽上篇についてほとんど触れなかった。そこには積極的主張がな
いからである。 
 天は、「ただ乗り」への懲罰者であって、兼愛上篇には存在しない観念であ
る。「墨子」の天志三篇は重要度の低い篇である。明鬼下篇は鬼の実在を列挙
した篇にしかすぎない。非命三篇も同様である。 
 
第十三章 近代中国と「墨子」 
第一節 アヘン戦争以前 
墨家への関心は中国内部の問題であった。 
第二節 アヘン戦争以後―――他者の出現以後の墨家研究――― 
西欧を「他者」として意識しての墨家への関心であり研究であった。 
1第十四章 墨家思想の現代的意義 
墨家思想の現代的意義を論じた。 
 
